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仕事内容を教えてください

　弊社は、工場の建物や設備の
新設・改修・解体・メンテナン
スなどを行っています。私は主
に、お客さまから依頼を受けて
見積りを作成したり、作業の現
場を監督したりと、お客さまと
職人さんたちの間に立ち、橋渡
しを行っています。

入社のきっかけは何でしたか？

　昔お世話になった方の紹介
を受けて会社を知りました。
面接で社長と話した際に「み
んなで頑張って、みんなで幸
せになる」という志に感動し、
入社を決めました。

やりがいは何ですか？

　毎日楽しく、興味深い面白
さに出会えることです。お客
さまが変わるたびに仕事のや
り方も変わるので、常に新し
い学びがあります。また、思
い描いていたことが実際に形
になっていく様子は何度体験
しても感動します。

14 広報もおか

掲載希望の方は秘書広報課広報広聴係へ

℡ 83-8100　kouhou@city.moka.lg.jp

苦労したことはありますか？

　前職は設備メンテナンス専
門だったので、建築事業に関し
ての知識が浅く、最初は用語
を覚えることに苦労しました。
スマホの中に単語帳を作り、ひ
とつひとつ覚えていきました。

社内の雰囲気はどうですか？

　従業員同士が仲良く、みん
なが自分らしく過ごしていま
す。仕事中は集中して作業に
あたり、休憩中は笑顔の絶え
ない職場です。

休日の過ごし方は？

　昔からバイクが好きで、よ
くバイク仲間とツーリングに
出かけています。最近、娘が
大型２輪免許を取得したので、
近いうちに一緒に出かけよう
と思っています。

今後の目標を教えてください

　電気工事士の資格を取り、業
務の幅を広げていきたいです。
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社長と一緒に 歯車を修理する様子 娘とのタンデム（2人乗り）ツーリング
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会社HP

　当社は、工場の建物や設備の新設・
改修・解体・メンテナンスなどを行っ
ています。工場の竣工をゴールと捉え
てしまいがちですが、お客さまの事業
そのものは竣工してからスタートしま
す。私たちは、その先何十年という時
間の中で、安全性、生産性、利便性が
常に担保されるお客様の職場環境づく
りをご提案します。
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【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）
℡0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）

平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

消費生活センターメモ　№519

　　　 SNS 広告で「定期縛りなし」の化粧
品を申し込んだところ、「まだ画面は閉じない
で！お得な申し込みはこちらから」と表示が
出た。お得に購入したいと思い、
内容をよく確認しないでボタンを
押すと、定期購入の申し込みに
なっていた。
トラブル回避ポイント
広告表示だけでなく、 契約条件を確認する

　通信販売は、クーリング・オフできません。通信販売は、クーリング・オフできません。
解約については、事業者が定めるルールに従
うことになります。購入前に数量や支払総額、購入前に数量や支払総額、
返品の可否、解約の条件などを確認すること返品の可否、解約の条件などを確認すること
が重要です。が重要です。

  低価格を強調するネット広告に注意
「定期縛りなし」のはずが、定期購入に︕

　

 

事例

「定期縛りなし」 は１回だけとは限らない！

　初回で解約すると、キャンセル料として定
価との差額を請求される場合があります。
「さらにお得」 「今だけクーポン」 に注意！

　販売サイト内で、定期購入や購入回数に縛
りのあるプランへ誘導される場合があります。
注文確定直前の 「最終確認画面」 を確認する

　インターネット通販では、注文を確定する
直前に、申し込み内容に間違いがないかどう
かを確認する「最終確認画面」「最終確認画面」が設けられて
います。申し込みボタン等を押す前に、内容申し込みボタン等を押す前に、内容
を再度確認するようにしましょう。を再度確認するようにしましょう。
トラブルに備え、 最終確認画面や広告は、

証拠としてスクリーンショットで保存する！

あの日あのころ
第447 回

自然環境と
向き合い続けて
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　私は昭和 33 年、物井に 3人兄妹の長男と
して生まれました。子どものころ、暑い日に
はよく家の近くの水路で水遊びをしていたこ
とを覚えています。
　義務教育終了後、当時の真岡農業高校で農
業を学び、卒業後は家業である農家を継いで、
米や麦、いちごの栽培をしました。また 4H
クラブ（農業青年クラブ）の県役員を務めたり、
消防団に所属したりと、地域での活動にも多
く参加してきました。特に消防団には 24歳の
ころから 40年以上在籍し、副団長、団長を務
めたこともあり、たくさんのことを経験しま
した。

　中でも大変だった
ことは、中学生が
自然教育センター
で宿泊学習をして
いる日に大雨が降
り、避難するか否

かの選択を迫ら
れたことです。 
当時は川に水位の
計測器が設置され
ていなかったの
で、橋から垂らし
たロープに印をつけて水位を調べ、避難すべ
きかを検討していました。結果的にその日は
避難せずに済みましたが、水位が下がり始め
た真夜中まで安全の確認をしていました。
　現在は消防団を退団し、娘や 15 人ほどの
従業員とともに、暑さに強いお米「とちぎの
星」の栽培に力を入れています。農業を取り
巻く環境は、私が農業を始めたころからどん
どん変わっていると感じます。昔は屋根のな
いトラクターが主流でしたが、今は無人の田
植え機を使用しています。技術革新によって
便利になった一方、近年の酷暑の影響で、い
ちごの受粉用のミツバチの動きが悪くなって
しまっているなど、良い変化も悪い変化もさ
まざまあります。

　これからも農業には
多くの変化が起こるか
もしれませんが、美味
しい作物を育てるため
に、変わり続ける環境
と向き合いながら、い
ちごや穀物を作ってい
きたいと思います。


